
群馬大学大学院パブリックヘルス学環長期履修学生制度に関する内規 

 

 令和 6. 4. 1 制 定 

                         

 （趣 旨） 

第１条 群馬大学大学院学則第 16 条の２の規定に基づき、群馬大学大学院パブリックヘルス学環にお

ける長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修学生制度」という。）に関して必要な事項を定める。 

 （定 義） 

第２条  この内規において、「長期履修学生制度」とは、職業を有している等の事情で、学修及び研究指

導を受ける時間に制約を受けるため、群馬大学大学院学則第７条に定める標準修業年限を超えて在学

しなければ課程を修了することができない者に、本人の申請に基づいて審査し、標準修業年限を超え

る長期履修（標準修業年限分をその履修期間に含む。以下「長期履修」という。）をあらかじめ認める

ことにより、計画的な課程の修了と学位の取得を可能にする制度をいう。 

（対象者） 

第３条 長期履修学生制度の対象者は、次の各号のいずれかに掲げる者とする。 

 (1) 職業を有している者で、業務のため、学修及び研究指導を受ける時間に著しく制約を受ける者 

 (2) 家事、育児、介護等に従事するため、学修及び研究指導を受ける時間に著しく制約を受ける者 

 (3) その他長期履修学生制度の適用に足る事由をパブリックヘルス学環運営委員会（以下「運営委員

会」という。）において認められた者 

 （長期履修の期間） 

第４条 長期履修学生制度により認められる長期履修の期間は、３年から４年までとする。 

 （授業料） 

第５条 授業料の額及び徴収方法は、国立大学法人群馬大学授業料その他の費用に関する規程の定める

ところによる。 

（申請時期） 

第６条 長期履修学生制度の適用を希望する者は、次の各号に掲げるいずれかの時期に申請しなければ

ならない。 

 (1) 入学手続時 

 (2) １年次修了時 

 （申請手続） 

第７条 長期履修学生制度の適用を希望する者は、申請に当たり、次の各号に掲げる書類を提出しなけ

ればならない。 

 (1) 長期履修学生制度申請書 

 (2) 研究指導計画書の写し 

 (3) 長期履修の必要性を証明する書類 

 (4) その他運営委員会が必要と認めた書類 

（適用認定） 

第８条 長期履修学生制度の適用については、運営委員会の議を経て認定する。 

（長期履修期間の変更） 

第９条 長期履修期間の短縮については、「長期履修期間短縮願」による申請に基づき、運営委員会の議



を経て認定する。 

２ 前項により長期履修期間の短縮が認められた場合は、授業料年額を変更する。 

３ 長期履修期間の変更は、１回限りとする。 

 （長期履修学生制度の適用中止） 

第 10 条 長期履修学生制度の適用中止については、長期履修学生制度中止申請書による申請に基づき、 

運営委員会の議を経て認定する。 

２ 前項により長期履修学生制度の適用中止が認められた場合は、授業料年額を変更する。 

 （内規の改廃） 

第11条 この内規の改廃は、運営委員会の議を経て、学環長が行う。 

 

   附 則 

 この内規は、令和６年４月１日から施行する。 

 


